
第７４回国民体育大会に向けた競技力向上対策事業

元気いばらき選手育成強化事業（平成２６年度事業）
事業名 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容 担当

拡充 ○二次強化：本大会出場の競技について合宿，遠征等を実施し競技力向上を図る。

拡充 ○国体で獲得した得点に応じて競技団体の強化経費の一部を助成し，より一層の競技力向上を図る。

○科学的・合理的に競技力向上を推進するためにサポートチームを組織し，戦略的強化に向けた調査
　研究を行う。（８競技）

本部

○国体茨城選抜チームへのコーチ，トレーナー等の派遣を行う。 体協

⑤中学校選抜合宿 拡充 ○優秀選手を選抜し，合宿，遠征等を実施し，茨城国体の主力選手として育成する。 体協

拡充
○国体の入賞実績に応じて強化合宿等を実施する。
　【特化Ｓ，特化，強化Ａ，強化Ｂ，強化Ｃ】（特化Ｓを新設）

○全国の強豪校との練習試合や合同練習を行うことにより チーム及び選手の競技力向上を図る

新規
○ふるさと選手制度を活用する選手に対して，予選会・本大会等への旅費，宿泊費等と強化費の支援
　をする。

⑥中学校拠点校コーチ派遣 縮小
○競技ごとに中学校に拠点校を設け，コーチを派遣し指導を行うことにより，選手の競技力向上及び
　指導者の育成を図る。

体協

○高校を指定し，優秀な指導者等による指導や強豪校との試合を行うことにより競技力向上を図り，
　国体で活躍できるチーム（選手）を育成する。

体協

拡充
○県内の企業，大学，クラブチーム及び個人がより効率的，効果的に競技力向上を図るために独自に
　行う強化対策に係る経費の一部を助成する。

体協
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①国体に向けた遠征・合宿 体協

②チームいばらきサポート 拡充

③トップアスリート支援

⑦高校指定校遠征・合宿・
　強豪校招へい

統合

②競技力対策班運営 新規 ○競技力向上対策班（競技力向上対策本部事務局）の円滑な運営を図る。 本部

体協④ふるさと出場選手支援

①競技力向上対策本部 継続
○競技力向上対策本部を設立し，競技力向上対策を検討するとともに，各競技の競技力を分析・評価
　し，各競技団体に指導・助言を行う。

本部
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継続 ○育成：タレント発掘事業で発掘した選手を継続して育成する。

継続 ○茨城国体に向けた競技力向上を図るために，指導者の養成を目的とした研修会を開催する。

継続
○スタッフ会議
・各競技団体の小学生から社会人までの指導者を一同に集め，連絡協議会を開催する。
・県の強化策の周知徹底や年間強化計画を協議し，国体に向けて県全体での一貫指導を図る。

①競技用具整備 拡充 ○選手強化に必要で，高額，大型等の理由で個人では準備困難な競技用具の整備事業を行う。 本部

③会場地選手強化支援 新規
○競技団体と会場地が連携し，大会や練習会等通じて選手強化および開催競技の啓発を図る。
（１０競技）

本部

④スポーツ情報広報 新規 ○ＨＰ等による競技力向上対策のＰＲ，大会会場掲示用横断幕等の作成。 本部

体協

体協

継続
○強化：平成３１年度に少年種別になる年代の選手（小学４～中学１）を中心に，茨城選抜候補チー
　　　　ムを発足し，中長期的に育成及び強化を図る。

○全国の強豪校との練習試合や合同練習を行うことにより，チーム及び選手の競技力向上を図る。
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②ジュニア優秀選手支援 新規
○県内ジュニア優秀選手（高校生対象）がより効率的，効果的に競技力向上を図るために独自に行う
　強化対策に係る経費の一部を助成する。

⑨ジュニア選手育成強化
　プログラム

継続
○筑波大学との連携により，身体能力開発プログラム，知的能力開発プログラム及び食育プログラム
　を実施し競技力向上を図る。体力測定を行いデータを分析し，より効率的，効果的なトレーニング
　方法を指導する。（中学２年～高校２年，指導者）

本部

⑩いばらきスポーツ
　アカデミー

継続
○発掘：小・中学生を対象に，オリンピック出場選手等を活用した出前講座や体験教室を実施し，選
　　　　手の発掘及び競技の普及を行う。

本部

⑧中央コーチ招へい
　（高校対象）

継続
○全国から専門的な知識と豊富な経験を持った優秀な指導者を招へいし，指導を受けることにより選
　手の競技力向上を図る。また，県内指導者の指導力の向上を図る。

体協
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